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へと変容させようとする。なかでも「crucify」での、実景をデフォルメし記号化することにより、実際
の実景描写よりも多種多様な暗示を見る者に与えようとする試みは高く評価された。 
 論文においては、新潟の山間部で幼少期を過ごし、高校卒業後東京に出てきた申請者が、故郷や都市
で暮らす中での孤独感や不安感を「寂寥感」と定義し、その残滓が自身にいかに投影され作品制作に影
響を与えたかを「土着の寂寥感」、「都市の寂寥感」、「芸術作品の寂寥感」などに分けて考察している。 
 特に、ここで問題とされている「寂寥感」とは田舎やいわゆる土着であることから生じるものではな
く、都市であれ田舎であれ、人々の暮らしにある常に粘っこく横たわるもののから生まれるものである
ことを、影響を受けた文学や日本映画における「寂寥感」についての考察から導きだしている点は実感
があり、説得力に富んだものとなっている。そして、申請者のいう「残滓」が実際には濾過されたもの
であるのか、あるいは澱そのものであるのか幾分曖昧なきらいもあるが、問題をよく自身に引きつけ考
察された論文である点が大きく評価された。 
 以上のように審査委員会において審査委員全員が、申請者の論文、作品ともに博士の学位に値すると
高く評価し、合格とした。 
 
